
びまん性胸膜肥厚の認定について

① エックス線写真で、肥厚の厚さについては、最も厚いところが５mm以上あり、広がりについては、片側にの
み肥厚がある場合は側胸壁の1/2以上、両側にある場合は側胸壁の1/4以上あること。

② 原則として石綿ばく露作業への従事期間が３年以上あること。
③ 著しい呼吸機能障害があること。

現行の認定要件

次の観点から、現行の認定要件の検証が必要ではないか。

① 業務上の石綿ばく露により発病したことを判断する方法
② 著しい呼吸機能障害があることを判断する方法
③ 不正確な診断を排除する方法
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